
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料)米国商務省資料より作成。 

     米国経済の成長は、今年に入って FRB の金利引き締め政策の強化等により全体として 

減速する傾向を辿ってきた。11 月 1-2 日の FOMC の会合でさらに 0.75%ポイント引上げ 

が行われ、一段と減速する方向性にある。但し、新規受注等について良し悪しを判断する 

50 ラインを下回ってきているものの底固さは維持しており、依然としてインフレ圧力が 

明確に低下しない中で、FRB の引き締め姿勢は基本的に継続するとみられる。2023 年は 

一段の引締めはなくとも、金利は高い水準で推移せざるを得ない。 

米国経済・減速も底固い 

 
2022/11/14 第 869号 朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


